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研究成果の概要（和文）：本研究では，小学校教師を志望する学生の教授学的内容知の成長と，授業研究という
現職教員の職能成長に研究の焦点をあてて進めた。具体的には，教員養成大学において4年次の学生を対象とし
て実施されている教職実践演習の受講生を対象として，大学での教材研究に関わる事前演習と附属学校で行われ
る授業研究会を関連づけて研究を実施した．本研究では，先行研究に基づいて理論的枠組みを設定し，3つの次
元(制度的，教育的，個人的)から，本プログラムを実施するためのさまざまな条件と制約を分析・考察した。

研究成果の概要（英文）：The study focused on the growth of pedagogical content knowledge of 
prospective primary school teachers, and on the professional growth of in-service teachers in the 
form of lesson research. Specifically, a study was conducted on students in the practical teaching 
training course for fourth-year students at the university of teacher education, relating the 
preliminary exercises related to the lesson planning activities at the university to the lesson 
study conference held at the affiliated schools. The study proposed a theoretical framework based on
 previous studies in mathematics education, and analysed and discussed the various conditions and 
constraints for implementing this programme from three dimensions (institutional, educational, and 
personal).

研究分野： 教科教育学，数学教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　教員養成におけるプログラムと附属学校での授業研究会を結びつけて実施するというプログラムはこれまでに
も多く実施されてきているが，本研究では，こうしたプログラムを可能とする様々な条件や制約をある程度明ら
かにすることができた．本研究に成果の学術的意義としては，研究に用いた理論的枠組みと分析手法があげられ
る．また，成果の社会的意義としては，日本の授業研究という仕組みと教員養成のプログラムの関係を，事例研
究を通して明らかにした点があげられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 国内外のカリキュラム改革や大規模学力調査の動向の中で，教科教育においては，教科内容と
その配列だけでなく，コンピテンシーや態度等が強調されている。こうした動向の中で，我が国
の教育課程では，平成 29・30 年 3 改訂の学習指導要領において「資質・能力ベースのカリキュ
ラム」に基づく教育目標や教育内容が示されている。例えば，近年の英国の National Curriculum
や米国の Common Core State Standard(CCSS)等では，「内容」と対置する形で「プロセス（方法）」
がカリキュラムの両輪として位置づけられているが，日本の学習指導要領の場合は，「内容」領
域と「プロセス（方法）」領域を区別していないため，その位置づけは必ずしも明確ではない。
しかし，内容ベースのカリキュラムからコンピテンシー・ベースのカリキュラムへの移行期の中
で，「プロセス」という角度から教育すべき内容を構造化したり，その評価法を開発したりする
ことは，日本のみならず，国際的な数学教育研究の重要な研究テーマとなっている。本研究では，
こうした重要テーマに，教師教育（特に小学校教員養成）の研究領域の中で取り組む。 
 2000 年以降，海外では数学教師教育研究が盛んに行われるようになったが，それには大きく
２つの背景がある。一つは，「教授学的内容知（PCK: Pedagogical Content Knowledge）」という概
念を契機として，米国を中心に教師の知識に関する研究が一つの研究領域として発展したこと
がある（e.g., Ball et al., 2008）。もう一つの背景は，Stigler & Hiebert(1999)による著書「Teaching 
Gap」を契機として，授業研究という教師の実践的営みが研究の土壌に据えられたことがある。
そこでは，日本の小学校での授業研究がモデルとされ，教師の職能成長における同僚性や協働性
が注目された。こうした動向の中で，近年では，我が国の日本の算数・数学教育研究においても，
日本型の授業研究の特徴をより緻密に分析したり，様々なタイプの教師（教育実習生，教職初任
者，熟達教師，など）の力量を，授業研究を通して検討したりする新たな研究課題が生まれてき
ている。日本の授業研究から世界から注目されて久しいが，授業研究は多様な形態で実施されて
いるため，まだ十分に研究対象となっていない側面が多くあると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の研究開始当初の目的は，「数学的プロセスとしての論証」の指導に必要な小学校教師

の知識を記述・分析するための概念枠組みを設定し，その実践的有効性を明らかにすることであ
った。また，教師教育（特に小学校教員養成）の研究領域において本研究を進めていく中で，小
学校教師を志望する学生の教授学的内容知の成長と，授業研究という現職教員の職能成長のフ
ィールドに研究の焦点を広げることになった。具体的には，小学校教育を志望する学生が授業研
究会への参加を通して何をどのように学んでいるかということを明らかにすることにした。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，教員養成大学において 4 年次の学生を対象として実施されている教職実践演習
の受講生を対象とした研究をデザインした。大学での教材研究に関わる事前演習と附属学校で
行われる授業研究会を関連づけ，授業研究会で実践される研究授業の内容の一部をあらかじめ
受講生に提示し，教材研究と授業案作成に取り組ませた。また，授業研究会当日には授業観察フ
ォーマットを与え，参加学生の観察記録を収集し分析した。さらに授業研究会後には研究授業の
次時の学習指導案の作成に取り組ませた。本研究では，こうした一連の流れの中で，小学校教師
を志望する学生が，附属学校教員の授業実践から何を学び，また，その結果を自らの学習指導案
の作成にどのように生かしているかについて分析した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果の一端は国際学会（ICMI）が主催する国際会議（ICMI study 25）で発表し，それ

を発展された論文が国際ジャーナルに掲載されている（Shinno & Yanagimoto, 2023）。本報告書で
は，この論文の概要を述べることにする。本論文の目的は，小学校教師を志望する日本の教員養
成大学の学生を対象として，授業研究をもとにした職能成長プログラムを実施する際の条件と
制約について考察を行うことであった。 
ここでは，数学教育研究において確立された理論的枠組みである教授人類学的理論に基づいて，

3 つの次元(制度的，教育的，個人的)から，本プログラムを実施するため
のさまざまな条件と制約を整理して分析した。 

 
 制度的次元：職能成長プログラムが組織され実施されるコミュニ

ティにおける条件と制約 
 教育的次元：教師教育の過程や水準，授業研究を含めた職能成長

プログラムに関与する「他者」（例：現職教員や大学教授）が果た
す役割に関連する条件や制約 

 個人的次元：数学的知識と教授的知識を含む教員志望学生の活
動・知識に関する条件と制約，およびそれぞれの知識タイプの理



論部と実践部に関するもの 
 それぞれの次元における分析枠組みは，教授人間学理論に基いて次のように設定した。 
 Para-didactic infrastructure：授業研究の仕組みとそこに影響を及ぼすコミュニティ（様々な

セッティング，授業研究のサイクルなど）を理解する枠組み 
 Meta-didactic transposition：教師教育（教員養成や教員研修）の仕組みや過程を教師と研究

者（教師教育者）との相互作用に注目して分析する枠組み 
 Didactic praxeology：算数・数学を教えるという活動・知識を分析するための枠組み 
このように研究枠組みを広げた理由は，日本における授業研究が様々な形態で存在しており，

附属学校で実施される授業研究会もその一つの形態であるものの，その特徴をよりよく描写す
るためであった。授業研究は現職教員の職能成長や研修の場としての役割のほか，特に附属学校
等で実施される授業研究会は教師を志望する学生の職能成長や研修の機会となっている。そう
した授業研究会に学生参加を促すのは教員養成系の大学教員であることが多く，その場合に大
学教員は研究者というよりは教師教育者としての立場で授業研究や学生指導に関わっている。
つまり，教師教育者としての大学教員が教育的な意図や計画をもって，学生に授業案作成や研究
授業及び協議会への参観などの機会を提供しており，そうした職能成長プログラムのデザイン
が学生の学びに大きな影響を与えていると考えられる。学生自身は，教職実践演習の課題として
研究授業の事前及び事後に授業案作成等に取り組むが，学生が作成した授業案から読み取れる
教授的知識や数学的知識は，上述した制度的次元や教育的次元によって促進されたり抑制され
たりする。本研究では，そのような促進要因（条件）と抑制要因（制約）を 3 つの次元から特定
すること試みた。先行研究では，個人的次元のみに焦点をあてて教師の知識の不足を指摘するも
のが多かったが，本研究では，個人的次元に影響を及ぼすより高次の次元（制度的，教育的）を
考慮して研究を実施したところに一つの特色がある。 
その結果，本プログラム（大学での教職実践演習と附属学校での授業研究会を組み合わせて実

施するプログラム）に現れた制度的な側面からの条件や，授業研究と職能成長を共存させること
の困難性の中での制約を示すことができた。研究授業は，小学校 3 年生の単元「計算のじゅんじ
ょ」であり，それは乗法の結合法則の内容を扱うものであった。学生の事前授業案の作成におい
ては，研究授業の学習指導案から「本時の目標」と「本時の問題」のみを与えて，授業の展開に
ついて検討させた。学生の多くは，教科書の該当単元を調べ，それに沿う形で授業案を作成して
いた。研究授業の参観の際には，授業観察のための共通のフォーマットを与えて記録させた。フ
ォーマットは「教材に関する気づき」「指導法に関する気づき」という観点に分けて記述させる
ようにした。このようなレイアウトは教科内容知と教授学的内容知との区別を参考にしたもの
である。実際，学生の記録からは，教科書の展開とは異なる教師の指導過程や児童の学習過程に
関して多くの気付きが記述されていた。また，授業後の協議会では，学生にとっては授業者の指
導意図を知る機会となった。 
学生の学習指導案作成に関わる活動に対する個人的な制約は，他の側面(制度的または教育的)

の条件や制約の影響を受けていることも分かった。本研究は、授業研究をもとにした職能成長プ
ログラムにおける教師（小学校教員志望の学生を含む）の実践と知識を形成したり妨げたりする
要因について，教授人類学的理論の視点から，より深い理解が得られたと考える。 
本研究全体を通して，授業研究に関連した小学校教員志望の学生の学習機会や学習成果につい

て，教授学的内容知やメタ教授学的転置理論の視点から明らかにすることができた。さらに、本
研究は，授業研究をもとにした職能成長プログラムにおける条件と制約を明らかにするための
方法論についても貢献できたと考える。 
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